
 

 

 

 

 

 

 

 

 

イノシシなどの有害獣から農作物の被害を防止するための電気柵や、 

ワイヤーメッシュなどの防護柵を設置する材料費の一部を補助します。 

※この制度でいう「有害獣」とは、イノシシ・シカ・サル・ヌートリアをいいます。 

※予算の執行状況により、年度の途中でも受付を終了することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 補助金の交付要件 

補助金の交付を受けようとする方は、次の「対象者」と「対象施設」に該当する場合です。 

● 対象者 

 補助金の交付対象者は次の要件にすべて当てはまる方となります。 

① 熊野町内の土地で農作物を耕作している方 

② 熊野町に納めるべき税及び料の滞納がない方 

● 対象施設 

設置する防除施設は、次の①と②の両方に該当し、かつ③の表に該当する施設となりま

す。なお、いずれの防除柵でも原則、農地を隙間なく囲うことが必要です。 

① 申請をする年度内で新たに設置するもの 

② 設置しようとする施設の材料費が2万円以上となるもの 

③ 次の表のいずれかに該当する施設であること 

施設の種別 対象有害獣 施設の規模 

電気柵 イノシシ 

ヌートリア 

・延長100ｍ以上設置し、電線が２段以上のもの 

・電気柵用電源装置が取り付けられていること 

シカ 

サル 

・延長100ｍ以上設置し、電線が4段以上のもの 

・電気柵用電源装置が取り付けられていること 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ すべての有害獣 ・延長100ｍ以上設置すること 

・目合い100㎜程度以下で、径5㎜以上の※メッシュであること 

・径13㎜程度以上で長さ1ｍ以上の鉄製の支柱に取り付けられて

いること 

※有害獣防除専用のワイヤーメッシュには目合いが不揃いになっている製品

があります。補助制度の対象となるか事前に都市整備課でご確認ください。 

 

  

熊野町有害獣防除施設 

（電気柵・ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ） 

の設置に対する補助制度 

例えば、イノシシ対策の場合 

① 電気柵は１ヶ所設置する材料費の１／２（上限３１，５００円） 

 

② ワイヤーメッシュは１ヶ所設置する材料費の１／２（上限６６，０００円） 



 

 

〇 補助金額 

補助金の額は以下の表のとおりです。 

柵の種別 対象有害獣 補助率 補助金の限度額 

電気柵 イノシシ 

ヌートリア 
１ヶ所設置する材料費の1／2 31,500円 

シカ 

サル 
１ヶ所設置する材料費の1／2 43,000円 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ すべての有害獣 
１ヶ所設置する材料費の1／2 66,000円 

 

〇 申請手続きなどの流れ 

有害獣の防除柵の設置補助の申請される方は、以下の手順で申請してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

見積書の作成 購入先のお店に作成をお願いしてください。 

申請書の提出 申請書に見積書を添えて提出してください。 

交付決定通知 申請書の内容を審査して補助金の額を通知します。 

資材の購入 

柵の設置 

見積書を作成して頂いたお店で、実際に資材を購入

し、申請した場所に柵を設置してください。 

柵が出来上がったら、カメラ付き携帯やデジタルカ

メラなどで写真を撮影しておいてください。 

完成報告書の提出 

補助金の交付請求 

柵の設置が完了したことの報告と、補助金の交付請

求書に必要書類を添えて提出してください。 

この時点では、柵の資材はまだ

購入しないでください。 

提出書類は、 

・申請書と設置場所の地図、

見積書のコピー 等です。 

交付決定通知まで１週間前後

かかります。 

完成後に必要な書類も一緒に

送付します。 

完成した柵の写真を確

認します。 

資材を購入したときの

領収書やレシートのコ

ピーを添付してくださ

い。 

補助金を振り込む金融

機関の通帳を持参して

ください。 

念のため、認め印を持

参してください。 

柵の設置確認 

補助金の振込み 

設置された柵を現地で職員が確認し、その後に指定

された口座に補助金を振り込みます。 

見積書の様式は任意ですが，内訳明細が記入されている

ものに限ります 



 

〇 補助の対象とならないもの 

電気柵やワイヤーメッシュを設置するときに補助の対象とならない機器・資材があります。 

防除柵の設置に使用する工具類や、通電確認のテスター、柵を取付ける支柱の基礎とする

ためのコンクリートブロックなどです。詳細は、都市整備課へ事前に確認してください。 

 

 対象となるもの 対象とならないもの 

電気柵 ・支柱 ・アース棒 ・がいし 

・電導線を固定するための杭 

・ＡＣアダプター ・ソーラパネル※ 

・絶縁ポール ・クリップ  

・バッテリー ・危険表示板 

・ゲートクリップ（ハンドル） 

・検電器、エリアチェッカー、テスター

等の通電を確認する機器 

 

ワイヤー 

・メッシュ 

・柵と柵をつないで固定するもの 

・柵と支柱をつないで固定するもの 

・サビ止め材 

・支柱を固定するためのブロック類 

※電気柵への通電専用のものに限る。 

 

〇 電気柵・ワイヤーメッシュ以外に補助の対象となる防除施設 

電気柵・ワイヤーメッシュ以外にも、有害獣を防除する目的で設置する「捕獲柵」や「ト

タン柵」も要件を満たせば補助の対象となる場合があります。 

詳細は、都市整備課へお問い合わせください。 

 

〇 同一人（世帯人）がこの制度を再度利用する場合 

過去にこの制度を利用して柵を設置された方（世帯の方を含みます）が、この制度を再度

利用する場合は、次のことにご注意ください。詳細は、都市整備課へお問い合わせくださ

い。 

・補助を受けて柵を設置した方で、同じ場所で５年以内は柵の設置補助申請はできません。 

・電気柵の通電装置などの修理費用や、５年以内に買い替える場合の費用は補助の対象と

なりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この制度に関するお問い合わせ先・申請窓口 

 

熊野町役場 建設部 都市整備課 082-820-5608 

 

〒731-4292 広島県安芸郡熊野町中溝1丁目１番１号 



 

 

 

申請書の記入の際の注意 

住所・氏名・電話番号 

は必ず記入して印鑑（認

め印可）を押印してくだ

さい。 

設置場所の地番はすべて

記入してください。 

申請者と所有者が違う方の

場合は、別途所有者の設置承

諾書が必要です。 

補助の費用に該当しな

いものは含めないよう

に注意してください。 


